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このほかの情報もたくさん掲載！
「わかやまイベントボード」URL

PC版　http://eventboard.shiminjuku.jp/
携帯電話版　http://eventboard.shiminjuku.jp/m/

みんなでつくる情報板

わかやまイベントボード
●あいサポート運動って？～障
害のある方について知りたい
　クイズ形式で多様な障害の特
性や必要な配慮の仕方を理解し
て、誰もが暮らしやすい共生社
会をめざしましょう。
日時　1月 22 日（日）
　　　10:00 ～ 12:00
場所　和歌山ビッグ愛 9 階りぃ
ぶる会議室 B
講師　秋月清秀さん（県障害福
祉課計画調整班長）
参加費　無料（参加者全員にか
わいいサポーターバッジ進呈・
事前申し込み必要）
問い合わせ・申込み　和歌山イ
コール会議多様な生き方応援部
会（TEL&FAX 073-423-3404 ま
たは 090-3263-9121・須佐さん）

●わかやまで暮らし働き続ける
ためのライフキャリアデザイン
　和歌山で「自分らしい働き方・
生き方」を実践する 3 名のゲス
トのお話と、全員参加の意見交
換を通し、暮らし働いていくな
かでの「自分らしさ」のあり方
を改めて考えます。
日程　1月 28 日（土）
　　　14:00 ～ 16:30
場所　和歌山ビッグ愛 9 階りぃ
ぶる会議室 A
参加費　無料（事前申込必要）

問い合わせ・申込み　ワークカ
フェ（https://www.facebook.
com/workcafe）

●ノルディックウォーク講習会
　身体への負担は軽く、効果的
な運動ができます。貸出用ポー
ルもあります。
日程　1月 28 日（土）
　　　14:00 ～ 15:00
場所　和歌山ビッグ愛北側芝生
広場
定員　20 名（先着順）
参加費　500 円
問い合わせ・申込み　和歌山
ビッグ愛管理事務所（073-435-
5200）
備考　雨天中止。

●地域づくりネットワーク和歌
山県協議会　研修交流会
　地域づくりに興味のある方な
らどなたでも参加きます。
日程　1月 31 日（火）
　　　13:30 ～ 17:20
場所　プラザホープ 4階ホール
内容　講演「地域で “稼ぐ力”
を構築する」、グループワーク
など
参加費　無料（事前申込必要）
問い合わせ・申し込み　地域づ
くりネットワーク県協議会
（073-441-2371・県地域政策課）

和歌山を創る新聞

かつくわ隔週金曜掲載
　　　 特定非営利活動法人
　　　 わかやまNPOセンター
〒640-8331 和歌山市美園町 5-6-12
TEL 073-424-2223　FAX 073-423-8355
E-mail info@wnc.jp  URL http://www.wnc.jp/
編集　志場 久起
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　セクシュアルマイノリティとは、「こうあるべき」だと思われている「性のあり方」に当てはまらない人たちの総称です。
　今回、和歌山県を中心にセクシュアルマイノリティの理解促進と当事者等の支援に取り組んでいる、NPO法人チーム紀伊水道理事長の衛澤創さんに
お話をうかがいました。

学習会の様子
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セクシュアルマイノリティの子供たちについて考える講座
　別のない、多様性が認められる社会を育むには子供たちへの教育が不可欠。 しかし、子
どもたちへの教育をするのは誰でしょうか？次世代を担う子どもたちへのよりよい教育の
ために、いま大人が学びましょう。
　【日　時】1月 29 日（日）13:30 ～ 17:00（開場 13:00）
　【場　所】和歌山県男女共同参画センター “りぃぶる” 会議室 A
　　　　　（和歌山市手平 2-1-2 和歌山ビッグ愛 9階）
　【参加費】無料　　　【定　員】50 名（先着順）
　【申し込み先】チーム紀伊水道　kii.suidoh@gmail.com
　【企画・運営】チーム紀伊水道　　【主　催】和歌山県
　（和歌山県男女共同参画センター「みんなに男女共同参画」提案事業）

問い合わせ先　NPO法人チーム紀伊水道　ウェブサイト http://kii.coron.jp/
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とはわかつく
和歌山県内で NPO（民間非営利組織）の支援を
おこなっている「わかやま NPO センター」の
責任編集で、市民のみなさんによる公益的な活
動や、これからのまちづくりに必要と思われる
様々な情報を隔週連載でご紹介する紙面です。
2013 年 4 月以降のバックナンバーはわかやま
NPOセンターウェブサイトで公開中。

JR 和歌山駅前で行なった、セクシャルマイノリティ
についてPRするパレード。多数の方が参加しました。
JR 和歌山駅前で行なった、セクシャルマイノリティ
についてPRするパレード。多数の方が参加しました。

　SDGs には 17 目標・169 項目が掲載されていますが、今回
は 17 の目標を一気にご紹介します。
　1：あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つ
　2：飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保と栄養状態の改
善を達成するとともに、持続可能な農業を推進する
　3：あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、
福祉を推進する
　4：すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供
し、生涯学習の機会を促進する
　5：ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児のエ
ンパワーメントを図る

S D
G を知ろう　②

国連・持続可能な開発目標
s

　6：すべての人々に水と衛生へのアクセスと持続可能な管
理を確保する
　7：すべての人々に手ごろで信頼でき、持続可能かつ近代
的なエネルギーへのアクセスを確保する
　8：すべての人々のための持続的、包摂的かつ持続可能な
経済成長、生産的な完全雇用およびディーセント・ワークを
推進する
　9：レジリエントなインフラを整備し、包摂的で持続可能
な産業化を推進するとともに、イノベーションの拡大を図る
　10：国内および国家間の不平等を是正する
　11：都市と人間の居住地を包摂的、安全、レジリエントか
つ持続可能にする
　12：持続可能な消費と生産のパターンを確保する
　13：気候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対策を取
る
　14：海洋と海洋資源を持続可能な開発に向けて保全し、持

続可能な形で利用する
　15：陸上生態系の保護、回復および持続可能な利用の推進、
森林の持続可能な管理、砂漠化への対処、土地劣化の阻止お
よび逆転、ならびに生物多様性損失の阻止を図る
　16：持続可能な開発に向けて平和で包摂的な社会を推進し、
すべての人々に司法へのアクセスを提供するとともに、あら
ゆるレベルにおいて効果的で責任ある包摂的な制度を構築す
る
　17：持続可能な開発に向けて実施手段を強化し、グローバ
ル・パートナーシップを活性化する

　英文を日本語に訳したものですのでやや不自然な表現もあ
りますし、いまの日本ではいまいちピンとこない目標もある
かもしれませんが、これらの目標をわかりやすく表現したの
が下にあるアイコンです。今後、この 17 目標ごとにもう少
し詳しく見ていきます。（次回は第 156 号掲載予定です）


